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の洗い残 し状態を観察 し、分析を行 う。
〔結果 ・考察〕対象は、2大学の2年生18名と4年生20名であった。手指の洗い残し状態は、左右合わせ
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Purpose:The purpose of this study was to obtain pointers for hand-washing training in basic nursing
education.
Method:The subjects were students of university departments of nursing who received hand-washing
education. We observed and analyzed their scrubbing actions when they washed their hands and fin-
gers to determine if they were properly washed.
Results and Discussion:The subjects were 18 sophomores and 20 seniors of two nursing-related col-
leges. Of the 52 parts of both the left and right hands and fingers that were not properly washed,
on average 16.4±3.6 parts were missed by sophomores and 13.2±5.6 parts by seniors. Students in
both years had incomplete washing in common when they did not perform scrubbing actions in ac-
cordance with the characteristic shapes of their hands and fingers. From these results, it was sug-
gested that repeated practice would help to prevent the students from forgetting their hand-washing
education.
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るガイ ドブ ック3)を発行 し、CDCのガイ ドラインに基づ
き2004年に改訂されている4)。手指衛生が院内感染のみな
らず、あらゆる感染症予防の基本行為であることは、今や


















つくること。第3に 、これ らの点が相互に関連 し、改めて














































間もない低学年次学生(2年 生)と 手洗い教育か ら時間の







































果は洗い残 しを視覚的に確認できる機器(研 究者が作成 し














1)手洗 い行動 の観 察
　動作解析 ソフ ト(Motion　adviser:株式会社 アシ ックス)
のスロー再生機能 と連続静止画機能 を用いて、手洗い動作
を対象者 ご とに観察す る。 スロー再生機能で は、本来速度
の10%の速 さに調整 し、動作の観察 を行 う。また連続静止
画機能では0.9秒ごとに静止画 として保存 し、画像 をコマ
送りにして観察を行 う。このスロー再生および連続静止画





























■ ■ 区分4・手榊 螂









が広 く、洗い残 しの特定が困難であるため、9区 分を細分
化する。細分化 した部位は、手掌側 と手背側に指間部 ・指
尖部 ・爪周囲を合わせて片手26部位 とする。
5.分析方法



















































　 本研 究の対象は看護系2大 学 の学生 であ り、2年 生18名
と4年 生20名であった。2年 生 は、X大 学ll名、　Y大学7
名で あ り、4年 生はX大 学12名、Y大 学8名 であった。 な
お、対象者の利き手は全員右手で あった。
　調 査時期は2006年8月～9月 で あった。
　 また、両大学の洗い残 し部位数 につ いて、右 手 ・左 手 ・
合計それぞれにおいてMann-WhitneyのU検定 を行った結果 、
大学 による有意差は認 め られなか った。
1.手 洗 い結果
　 2年生お よび4年 生 ともに石鹸の泡立てか ら摩擦動作 、
すす ぎ ・乾燥 までの手洗 いの過 程で、 シンクや蛇 ロレバー
な ど周 囲へ の接触や前腕 の位 置を上下に変化 させ るな ど手
洗 い結果 に影響 を及 ぼす動 作を行った者はいなか った。
1)洗い残 しの状態
(1)洗い残 し部位数(表1)
　洗い残 し部位 の総数 は、両側合 わせて全52部位 中2年 生
は平 均16.4±3.6箇所 、4年 生 は平均13.2±5.6箇所 であ っ
た。左右別 にみ る と、26部位 中2年 生 は右8.3±1.7、左8.1
±2.2、4年生は右6.9±3.2、左6.3±2.7であ った。 洗い残










　 2年生お よび4年 生の50%以上の学生 が洗 い残 していた
部位 に関す る結果 を表2に 表す。
　 2年生で最 も洗い残 し人数が多か った部位 は、栂指爪周
囲 と四指 爪周 囲であ った。 栂指 爪周 囲は右手18名(100.0
%)、左 手17名(94.4%)、四指爪周 囲で は右 手17名(94.4
%)、左手16名(88.9%)であった。次いで、手掌 中央部 ・
栂指周囲の指間部 ・四指指尖部、 さらに栂指指尖部の右 手、
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　 4年生 で最 も洗 い残 し人数 が多か った部位 は2年 生 と同
様 に栂指 爪 周 囲 お よび 四指 爪 周 囲 で 、左 右 ともに17名
(85.0%)であった。 次 いで、小指 側 中手骨 部周 囲の手掌
側 であ り、左右 ともに11名(55.0%)であった。
2)摩擦 に関す る回数 ・時間
(1)摩擦 回数
　 全体の平均摩擦 回数は2年 生 で409.1±157.9回、4年 生
で348.3±120.6回であ り、学年 に よる有意差 は認 め られ な
かった。
(2)摩擦 時間
　 学年別 の平均 手洗い所要時 間は、2年 生115.8±38.6秒、
4年 生103.5±37.1秒であ った。所 要時 間の うち摩擦 実施
時間は、2年 生77.3±26.6秒、4年生69.0±31.8秒であった。
所要時間お よび摩擦時間 ともに学年 による有意差は認め ら
れ なか った。
3)摩擦 に関す る動作(表3)
　摩擦動作の分類は表3に 示 した とお りで ある。 この分類
は次のプ ロセス を経て行 った。 まず対象学生の摩擦動作か
ら4つ の観点 を定 めた。 これ らに基づいて9つ の手指区分
別 に動作 を観察 し、分類 した。4つ の観点 とは、手指区分
にお ける両側手指の 「接触の有無」 「接触 方法 ・範 囲」「接
触部位の間隙の有無」 「洗い残 しやす い部位 の摩擦 の有無」
である。
表3　 摩擦動作の分類と区分別にみた摩擦動作の人数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2年生n=184年 生n=20　 人 数(%)
手指区分 動作分類 摩擦動作の分類
2年生 4年生
右 左 右 左
爪周囲
a 栂指お よび四指す べての爪周囲 を摩擦 している。 8(44.4)7(38.9)5(25.0)5(25.0)
h 栂指 のみ 、あるいは四指 各指 のみ を摩擦 している。 z(11.2)4(22.2)10(50.0)9(45.0)
C 摩擦 な し。 8(44.4)7(38.9)5(25.0)6(30.0)
指尖部
a 各指の指 尖部全体 を摩擦 している。 9(50.0)9(50.0)11(55.0)11(55.0)
h 指尖部の一一部分 のみ、あるいは栂指のみ ・四指各指のみ を摩擦 してい る。 3(16.7)3(16.7)6(30.0)6(30.0)
C 摩擦 な し。 6(33.3)6(33.3)(15.0)3(15.0)
手掌中央部
a 左右 手掌 面を合 わせ てお り、間隙 な し。掌紋全体の摩擦 あ り。 8(44.4) 8(40.0)
b 左右 手掌 面を合わせ てお り、間隙 あ り。掌紋全体の摩擦 あ り。 7(38.9) 9(45.0)
C その他 s(16.7) 3(15.0)
栂指周囲
a 栂指全体を包 んでお り、間隙な し。 3(16.7)2(11.2)6(30.0)6(30.0)
b 栂指全体を包 んでお り、間隙あ り。 12(66.7)11(61.1)12(60.0)iz(so.o>
C その他 3(16.7)5(27.8)2(10.0)2(10.0)
小指側中手根部周囲
a 手掌 ・手背 の両側 にあててお り、間隙 な し。 9(50.0)8(44.4)9(45.0)9(45.0)
b 手掌 ・手背 の両側 にあててお り、間隙 あ り。 ofo.o>ofo.o>2(10.0)2(io.o>
C その他 9(50.0)10(55.6)9(45.0)9(45.0)
手背中央部
3 手背 面に手掌 を合わせ てお り、間隙 な し。 13(72.2)13(72.2)15(75.0)15(75.0)
h 手背面に手掌 を合わせ てお り、間隙 あ り。 5(27.8)5(27.8)5(25.0)5(25.0)
四指指間部
(」 手指を手掌 ・手背 の両方からあててお り、縦方 向の動 きあ り。間隙な し。 12(66.7)li(61.1)18(90.0)is(so.o>
h 手指を手掌 ・手背 の両方か らあててお り、縦方 向の動 きあ り。間隙あ り。 5(27.8)6(33.3)2(10.0)2(10.0)
C その他 1(5.6)1(5.6)0(0.0)ofo.o)
四指
a 各指の指関節 を屈曲 させ 全体を包 んでお り、間隙 な し. R(44.4)8(49.4)io(50.0)11(55.0)
n 各指を包んでいるが、間隙あ り。 3(16.7)3(16.7)3(15.0)2(10.0)
C その他 7(38.9)7(38.9)7(35.0)7(35.0)
手関節部
a 手関節を包 んでお り、間隙な し。 15(83.3)15(83.3)16(80.0)i6(HO.o)
n 手関節 を包 んでお り、間隙あ り。 3(16.7)3(16.7)4(20.0)4(20.0)
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　 以下 に洗い残 しの多 くみ られた部位 に関す る摩擦 動作に
つい て表す。
　 爪周囲は、2年 生では栂指お よび四指すべての爪周囲を
摩擦 してい るa動作 お よび摩擦 のなかった者 が多 く、右 手
8名(44.4%)、左 手7名(38.9%)で あ った。 それ に対
して4年 生では栂指のみ、あ るいは四指のみを摩擦 してい
るb動作が多 くみ られてお り、右手10名(50.0%)、左 手9
名(45.0%)であった。 また、4年 生で爪周囲 の摩擦 がな
かった者 は右 手5名(25.0%)、左 手6名(30.0%)であっ
た。
　 指尖部 では各指の指 尖部 全体 を摩擦 してい るa動作は 、
左 右 ともに2年 生9名(50.0%)、4年 生11名(55.5%)
であった。 また、指 尖部 の摩擦 がなかった者 は左右 ともに
2年 生 で は6名(33.3%)、4年 生 では3名(15.0%)で
あった。
　 手掌 中央部 では、手掌面 に間隙 がなく、かつ掌紋全体 の
摩 擦 が あ るa動 作 は2年 生8名(44.4%)、4年 生8名
(40.0%)であ った。 また 、掌紋全 体の摩擦 はあ るが手掌
面に間隙のあるb動作 は2年 生7名(38.9%)、4年生9名
(45.0%)であ り、 両学年 ともに近似 してい た。 そ の他 に
は、掌紋全 体の摩擦 がないc動作 が2年 生3名(16.7%)、
4年生3名(15.0%)で あった。
　栂指周囲で は、両学年 ともに栂指全体 を包んでい るが間
隙 のあるb動作が多 く、2年 生 で右 手12名(66.7%)、左 手
11名(61.1%)であ り、4年 生 で は左 右 と もに12名
(60.0%)であった。 また、間隙のないa動作 は4年 生が30
%で あったの に対 して、2年 生は10%程度 であった。栂 指
全体 を包 まず に栂指 の一部のみ を摩擦 してい るc動作 は、








































右 左 右 左
a b C a b C a b C a b C
2年生
な し 0 0 0 0 0 0 9(50.0)0 0 9(50.0)0 0
あ り 8(44.4)2(11.2)8(44.4)7(38.9)4(22.2)7(38.9)0 3(16.7)6(33.3)0 3(16.7)6(33.3)
4年生
な し 0 0 0 0 0 0 11(55.0) 0 11(55.0)0 0







a b C a b C a b C
2年生
な し 5(27.8)1(5.6) 0 3(16.7)0 0 z(11.1)1(5.6) 0
あ り 3(16.7)6(33.3)3(16.7)0 12(66.7)3(16.7)0 10(55.6)5(27.8)
4年生
な し 6(30.0)0 0 6(30.0)1(5.0) 0 6(30.0)2(10.0)0
あ り z(io.o>9(45.0)3(15.0)0 11(55.0)2(io.o)0 10(50.0)2(10.0)
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cのいずれかの動作 を行 ってお り、その中で多かったのはb
動作 で、2年 生6名(33.3%)、4年 生9名(45.0%)で
あ った。 また、a動作 を行 ってい る者 の中には 、手掌面の
基底骨部に洗い残 しのあ る者 もいた。
　栂指周 囲では、洗 い残 しの ある者 は全員b動作 、あ るい
はc動作を行 ってい る者 で あった。 これ は、各学年 お よび






















両側手部の 「接触の有無」 「接触方法 ・範囲」「接触部位の
間隙の有無」 「洗い残 しやすい部位の摩擦の有無」を定め




























































































体的には、洗い残 しを視覚的に確認 し、その結果を知識 と
照らし合わせて、行動の効果や効率性を評価 していく等の
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